
 

2020 年 3 月 6 日 

各 位 

 

西武鉄道株式会社 

 

【お詫び】土留め壁の一部崩壊について 

 

西武鉄道株式会社（本社：埼玉県所沢市、社長：若林 久）では、当社敷地内において土留め壁

（コンクリートブロック製、高さ約 80cm・幅約 100cm）の一部が崩壊し、通行していた方（１名）

に接触する事故が発生いたしました。お怪我をされた方をはじめ関係の皆さまには、多大なご迷惑

をおかけいたしましたことを深くお詫び申しあげます。今般の事態を厳粛にかつ重く受け止め、お

怪我をされた方には誠意を持って対応をするとともに、再発防止に向けて全力で取り組んでまいり

ます。 

詳細は下記のとおりです。  

 

 

記 

 

 

１．発 生 日 時   2020年 3月 5日（木） 16時 20分頃 

 

２．発 生 場 所   池袋線所沢～西所沢駅間 吾妻架道橋付近（下り線側） 

（所在地：埼玉県所沢市大字久米字正徳庵 388-3） 

 

３．状 況   上記日時に上記場所を通行していた方から、道路脇の土留め壁が崩れ、同行

者の右脚に接触し、怪我をした、との通報を受けました。当社社員が現地に

行き、道路脇に設置された土留め壁の一部が道路側に崩れ、小児（１名）の

方の右脚に接触したことを確認しました。 

この接触により、右脚に擦過傷が生じ、救急車にて病院へ搬送されました。 

 

４．倒 壊 物   土留め壁の一部（コンクリートブロック 9個（3個×3段）） 

          （１個あたり：重さ約 8.6kg、高さ約 19cm、幅約 39cm、厚さ約 10㎝） 

 

５．原   因   長年堆積した土の影響により崩れたものと推察されます。 

 

６．当面の対策   発生後、直ちに崩れた土留め壁を撤去し、土嚢により応急処置を施しまし 

た。後日、正式な復旧に着手します。 

また、同様箇所の緊急点検を実施します。 

 

 

以 上 

 


